
鈴木商店調査書「東洋製糖株式会社」（原書 P128〜136） 
 
本社 台湾嘉義廳南靖庄 出張所 東京麹町区有楽町一丁目 
設立  明治四十二年二月 
資本金 壱千壱百七拾五萬円也  内払込金額 九百 廿

にじゅう
五萬円也 

外に社債 貮百五拾萬円内外を有せり 
  
重役氏名 
取締役社⻑ 下坂藤太郎    専務取締役 松方五郎 
取締役   藤田謙一     取締役   岡 烈 

同    日向利兵衛     同    石川昌次 
 同    松方正熊      同    田村藤四郎 
 同    小松楠彌     監査役   指田議雄 
監査役   賀田金三郎     同    宮尾 麟 
 同     島村足穂      同    渡辺甚吉 
  
沿革及現状 
同社は日露戦争後、事業の勃興時代、元社⻑徳久恒範外

ほか
数名の発起により台湾に於て砂糖の 

製造販売、甘蔗
かんしょ

の栽培、購入及之れに付随せる事業を営み、且
か

つ本社専属の鉄道に依
よ

り運輸業
を営む目的を以て明治四十年二月設立せしものなり。 

 
その後、内地に於ける経済界は事業熱の反動を蒙むり萎靡

い び
振はず、殆ど恐慌に等しき状態に陥

り其
その

経営 頗
すこぶ

る困難なりしも、此
この

間に処し奮闘努力の結果能
よ

く其
その

素志
そ し

を貫き明治四十二年、台湾
嘉義廳南靖庄に大工場を建設し四十三年、更に烏樹林庄に第二工場を計画し、四十四年より 
製造を開始し、尓来

じ ら い
順調に向へり。 

 
四十五年七月、現社⻑下阪藤太郎（原⽂ママ。正しくは “下坂”）就位、経営の首脳者となるに
及び更に発展を告げ大正三年八月、斗六製糖を合併して八百萬円に増資し同四年五月、北港及
月眉に工場を有せる北港製糖を併せて資金（“資本金” のことか）を壱千百萬円となし五年七月、
台湾赤糖会社及沖縄県下大東島の経営者玉置商会より同島の事業一切を買収すると共に、資本
金を現在の壱千百七拾五萬円に増資し今日に至る。 

 
而

しこう
して、同社の台湾に於ける製糖工場は南靖庄、烏樹林、斗六、北港、月眉の五ヶ所にして、

一昼夜の製糖能力、南靖庄工場は一千英噸
えいとん

（砂糖二千俵に相当す）、烏樹林工場は七百五十英噸
（千三百俵）、斗六工場は五百英噸の分密工場と三百英噸の赤糖工場を有し（壱千俵）、北港工
場は一千英噸（二千俵内外）にして、其

その
器械の優良なる全島第一の称あり。 

月眉工場は三百英噸に過ぎざるも設備最も完成し、理想的工場と評せらる。 



尚、現在の原料採取区域は七万甲歩（一甲歩は内地の一町歩に等し）、所有地面積六千六百五拾
参甲歩にして、敷設

ふ せ つ
せる鉄道は百七拾三哩に達し、貨車千三百四輌、客車三十二輌、機関車二

十二台の外気動車二台を所有し居れり。 
 

営業状態 
同社の創立以来に於ける営業成績を挙ぐれば左の如し 

  
年次         利益金         配当率 

明治四十一年     六拾七萬三千円          一割二分 
〃 四十二年         四拾九萬三千円        〃     
〃 四十三年     八拾参萬九千円        〃 
〃 四十四年     百〇七萬三千円      一割五分 
大正元年       二十壱萬一千円      一割二分 
〃 二年       三十八萬一千円      一割 
〃 三年       百五拾壱萬四千円     一割四分 
〃 四年       三百三拾八萬二千円    三割七分五厘 
〃 五年       五百拾弐萬六千円     三割六分 

 
尚、大正四年度末より副業として糖蜜を原料とせる酒精

しゅせい
を製造し、一ヶ年約八千石を醸造せり。

其
その

成績良好なるも同社産蜜に尚余
よ

祐
ゆう

あるを以て、製造能力を増大すべく目下拡張工事進行中也。 
 

又、同社の製品は年産額百七萬擔
たん

内外にして、原料糖、輸出糖、車糖、分蜜糖を主とし品質 
優良の評あり。 

 
販路は原料糖は大日本、明治両製糖会社に供給せる外

ほか
支那、香港、大連、印度、濠州、米国等

に輸出し、消費糖は内地市場へ凡
すべ

て鈴木商店を経て販売し居れり。 
 

尚、同社は交通不便の為め、大東島（沖縄郡那覇
な は

港の東二百十二哩の海上三島嶼
とうしょ

より成る）、 
大瀬崎間に私設無線電信所を設置せる外

ほか
、甘蔗

かんしょ
耕作と製造を分業となす目的にて着々事業の 

改善発達を図り、兎
と

に角
かく

台湾、明治、塩水港製糖会社と対立し、粗糖界一方の重鎮と称せられ、
業容逐年

ちくねん
良好に向ひ、社運日に進み 業

ぎょう
礎

そ
益々堅実を加へつつあり。 

 
 
 
 
 
 



自 大正五年七月一日 至 同六年六月 丗
さんじゅう

日 決算左之通 
（単位：円） 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
利益分配 
金 六百拾貮萬六千八百七拾五円四拾四銭  当期利益金   
同 五拾壱萬壱千三百八拾四円 廿

にじゅう
六銭    前期繰越金 

合計 金 六百六拾参萬八千弐百五拾九円七拾銭 
   

内 
金 壱百萬円也  機械建物其他償却金 
差引 金 五百六拾参萬八千弐百五拾九円七拾銭 

資 産 之 部       負 債 之 部 
未払込株金 2,025,000.00 株金 11,750,000.00 
土地 1,648,323.23 法定積立金 497,000.00 
建物 1,951,951.61 別途積立金 670,000.00 
機械器具 5,359,766.90 機械建物消却積立金 1,243,500.00 
鉄道 2,467,710.15 職員職工恩給基金 100,000.00 
什器 94,570.10 未払配当金 8,094.14 
有価証券 231,725.50 社債金 2,500,000.00 
農具及家畜 21,385.08 仮受金 49,791.71 
貯蔵品 453,731.01 未払金 520,994.83 
大東島勘定 1,414,163.75 未納消費税 45,246.00 
頼尚⽂糖廓買収費 30,000.00 社員積立金 81,565.47 
在庫製品 1,373,469.05 前期繰越金 511,384.26 
委託製品 3,454,695.87 当期利益金 6,126,875.44 
銀行預金 60,203.01   
貸付金 509,679.89   
受取手形 777,833.67   
供託金 110,883.64   
仮払金 688,168.03   
次期農事費 449,398.31   
肥料立替金 772,653.64   
未収金 156,416.74   
現金 53,220.64   
合計金 24,104,951.85 合計金 24,104,951.85 



内 
金 参拾萬円  法定積立金 
同 六拾萬円  別途積立金 
同 四拾萬円  機械建物償却積立金 
同 拾萬円   職員職工恩給基金 
同 参拾萬円  役員賞与金及交際費 
同 百六十五萬壱千貮百五拾円  配当金（年二割）  
同 百参拾貮萬壱千円  特別配当（年一割六分） 
同 九拾六萬六千九円七拾銭  後期繰越金 
 


